
(57)【要約】

【課題】酸化している金属表面を還元処理し耐食性に優

れた新たな酸化膜を形成して、金属表面の耐食性向上を

達成することのできる金属の表面処理方法を提供する。

【解決手段】液状のアルカリ金属３に対象金属２を接触

させることにより前記対象金属２の表面の酸化膜を還元

処理する第１の工程と、この第１の工程の後に前記対象

金属２を水４に接触させることにより前記対象金属２の

表面に新たな酸化膜を形成させる第２の工程とを備えた

構成とする。

【選択図】　図１
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
液 状 の ア ル カ リ 金 属 に 対 象 金 属 を 接 触 さ せ る こ と に よ り 前 記 対 象 金 属 の 表 面 の 酸 化 膜 を 還
元 処 理 す る 第 １ の 工 程 と 、 こ の 第 １ の 工 程 の 後 に 前 記 対 象 金 属 を 水 に 接 触 さ せ る こ と に よ
り 前 記 対 象 金 属 の 表 面 に 新 た な 酸 化 膜 を 形 成 さ せ る 第 ２ の 工 程 と を 備 え た こ と を 特 徴 と す
る 表 面 処 理 方 法 。
【 請 求 項 ２ 】
前 記 第 １ の 工 程 に お け る 接 触 は 浸 漬 で あ り 、 前 記 第 ２ の 工 程 に お け る 接 触 は 水 浴 ま た は 水
洗 で あ る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ 記 載 の 金 属 の 表 面 処 理 方 法 。
【 請 求 項 ３ 】
前 記 第 １ の 工 程 は 、 対 象 金 属 の 熱 処 理 時 の 冷 却 過 程 に 施 工 さ れ る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項
２ 記 載 の 金 属 の 表 面 処 理 方 法 。
【 請 求 項 ４ 】
前 記 第 １ の 工 程 に お い て ア ル カ リ 金 属 を 撹 拌 等 に よ っ て 流 動 さ せ る こ と を 特 徴 と す る 請 求
項 ２ 記 載 の 金 属 の 表 面 処 理 方 法 。
【 請 求 項 ５ 】
前 記 第 ２ の 工 程 に お い て 、 対 象 金 属 表 面 に 残 留 し た 前 記 ア ル カ リ 金 属 が 水 酸 化 物 に 変 化 さ
せ ら れ る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ 記 載 の 金 属 の 表 面 処 理 方 法 。
【 請 求 項 ６ 】
前 記 ア ル カ リ 金 属 は 、 ナ ト リ ウ ム ま た は リ シ ウ ム で あ る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ 記 載 の
金 属 の 表 面 処 理 方 法 。
【 請 求 項 ７ 】
前 記 対 象 金 属 は 、 鉄 ま た は そ の 合 金 、 ニ ッ ケ ル ま た は そ の 合 金 、 ア ル ミ ニ ウ ム ま た は そ の
合 金 、 チ タ ン ま た は そ の 合 金 の い ず れ か で あ る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ 記 載 の 金 属 の 表
面 処 理 方 法 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 ０ ０ ０ １ 】
【 発 明 の 属 す る 技 術 分 野 】
本 発 明 は 、 金 属 の 耐 食 性 や 酸 化 膜 特 性 を 改 善 す る 表 面 処 理 方 法 に 関 す る 。
【 ０ ０ ０ ２ 】
【 従 来 の 技 術 】
こ れ ま で 、 金 属 の 酸 化 膜 形 成 や 表 面 の 改 質 は 、 め っ き 等 の 電 気 化 学 的 手 法 、 溶 射 等 の 物 理
化 学 的 手 法 、 表 面 研 磨 や ペ イ ン ト 塗 装 等 の 機 械 的 手 法 で 行 わ れ て き た 。 こ れ ら の 手 法 の 多
く は 、 対 象 物 と は 別 の 物 質 を 密 着 さ せ る こ と で 、 水 や 酸 素 と の 接 触 を 遮 断 す る も の で あ る
。 こ れ ら は 、 経 年 変 化 に よ り 、 剥 離 や 変 質 に よ り 、 耐 食 効 果 が 低 下 す る こ と が 多 い 。 ま た
、 一 度 酸 化 し た 金 属 は 、 容 易 に 還 元 す る こ と は で き な い 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
す で に さ び が 発 生 し た 金 属 や 、 さ び や す い 金 属 を 、 簡 便 か つ 安 価 な 方 法 で 表 面 処 理 し 、 表
面 処 理 の 効 果 を 長 期 間 保 持 さ せ る こ と に 対 す る 需 要 は 大 き い 。
そ こ で 本 発 明 は 、 酸 化 し て い る 金 属 表 面 を 還 元 処 理 し 耐 食 性 に 優 れ た 新 た な 酸 化 膜 を 形 成
し て 、 金 属 表 面 の 耐 食 性 向 上 を 達 成 す る こ と の で き る 金 属 の 表 面 処 理 方 法 を 提 供 す る こ と
を 目 的 と す る 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
上 記 目 的 を 達 成 す る た め に 、 請 求 項 １ の 発 明 は 、 液 状 の ア ル カ リ 金 属 に 対 象 金 属 を 接 触 さ
せ る こ と に よ り 前 記 対 象 金 属 の 表 面 の 酸 化 膜 を 還 元 処 理 す る 第 １ の 工 程 と 、 こ の 第 １ の 工
程 の 後 に 前 記 対 象 金 属 を 水 に 接 触 さ せ る こ と に よ り 前 記 対 象 金 属 の 表 面 に 新 た な 酸 化 膜 を
形 成 さ せ る 第 ２ の 工 程 と を 備 え た 構 成 と す る 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
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請 求 項 ２ の 発 明 は 、 前 記 第 １ の 工 程 に お け る 接 触 は 浸 漬 で あ り 、 前 記 第 ２ の 工 程 に お け る
接 触 は 水 浴 ま た は 水 洗 で あ る 構 成 と す る 。
請 求 項 ３ の 発 明 は 、 前 記 第 １ の 工 程 は 、 対 象 金 属 の 熱 処 理 時 の 冷 却 過 程 に 施 工 さ れ る 構 成
と す る 。
【 ０ ０ ０ ６ 】
請 求 項 ４ の 発 明 は 、 前 記 第 １ の 工 程 に お い て ア ル カ リ 金 属 を 撹 拌 等 に よ っ て 流 動 さ せ る 構
成 と す る 。
請 求 項 ５ の 発 明 は 、 前 記 第 ２ の 工 程 に お い て 、 対 象 金 属 表 面 に 残 留 し た 前 記 ア ル カ リ 金 属
が 水 酸 化 物 に 変 化 さ せ ら れ る 構 成 と す る 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
請 求 項 ６ の 発 明 は 、 前 記 ア ル カ リ 金 属 は 、 ナ ト リ ウ ム ま た は リ シ ウ ム で あ る 構 成 と す る 。
請 求 項 ７ の 発 明 は 、 前 記 対 象 金 属 は 、 鉄 ま た は そ の 合 金 、 ニ ッ ケ ル ま た は そ の 合 金 、 ア ル
ミ ニ ウ ム ま た は そ の 合 金 、 チ タ ン ま た は そ の 合 金 の い ず れ か で あ る 構 成 と す る 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
【 発 明 の 実 施 の 形 態 】
本 発 明 は 、 液 状 の ア ル カ リ 金 属 を 利 用 し て 金 属 表 面 の 酸 化 膜 を 還 元 し 、 さ ら に 水 に 接 触 さ
せ て 耐 食 性 に 優 れ た 稠 密 な 新 た な 酸 化 膜 を 生 成 す る こ と に よ っ て 、 耐 食 性 を 向 上 さ せ る も
の で あ る 。 以 下 、 よ り 詳 細 に 本 発 明 の 実 施 の 形 態 を 説 明 す る 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
ア ル カ リ 金 属 は 、 そ の 周 期 律 表 か ら 明 か な よ う に 、 容 易 に 相 手 に 電 子 を 付 与 す る 。 す な わ
ち 還 元 性 が 高 い 特 徴 が あ る た め 、 大 部 分 の 金 属 酸 化 物 は ア ル カ リ 金 属 に よ っ て 還 元 さ れ る
。 こ の 還 元 反 応 は ア ル カ リ 金 属 と 金 属 酸 化 物 と の 界 面 で し か 生 じ な い 。 そ こ で 、 両 者 の あ
い だ の 酸 素 の 拡 散 を な る べ く 促 進 さ せ る た め 、 温 度 を 高 く す る 。
【 ０ ０ １ ０ 】
ア ル カ リ 金 属 は 概 ね 融 点 が 低 く 、 Ｎ ａ の 場 合 で ９ ８ ℃ 程 度 で 液 状 と な る た め 、 こ の 状 態 で
対 象 金 属 を 浸 漬 す る と 、 必 然 的 に 酸 素 拡 散 も 促 進 さ れ る 。 も ち ろ ん 、 こ の 温 度 で 酸 素 拡 散
が 十 分 で な い 場 合 は 、 も っ と 高 い 温 度 で 対 象 金 属 を 浸 漬 す る 。 ア ル カ リ 金 属 の 沸 点 は Ｎ ａ
の 場 合 で ８ ８ ０ ℃ 程 度 で あ る た め 、 沸 騰 す る こ と は な い が 、 熱 処 理 さ れ な い 程 度 ま で 温 度
は 変 更 で き る 。 こ れ は 、 そ の 対 象 金 属 に よ っ て 異 な る 。 発 明 者 の 実 験 で は 、 鉄 や ニ ッ ケ ル
酸 化 物 の 場 合 は 、 ナ ト リ ウ ム に 浸 漬 す る 場 合 、 ２ ０ ０ ～ ３ ０ ０ ℃ で 十 分 に 効 果 が あ る 。
【 ０ ０ １ １ 】
さ ら に ア ル カ リ 金 属 は 、 水 と 直 接 反 応 す る と 熱 を 出 し て 激 し い 反 応 を 生 じ る が 、 ナ ト リ ウ
ム や リ シ ウ ム （ Ｌ ｉ ） は 、 そ の 中 で は 穏 や か で あ る 。 ア ル カ リ 金 属 中 へ の 浸 漬 は 、 乾 燥 し
た 非 酸 素 系 ガ ス 雰 囲 気 や 真 空 中 で 行 う こ と が 望 ま し い 。 そ の 後 、 対 象 金 属 に 付 着 し た ア ル
カ リ 金 属 除 去 の た め の 水 中 浸 漬 ま た は 水 洗 は 、 大 気 中 で 行 う こ と が で き る 。 水 酸 化 ア ル カ
リ は 、 水 に 可 溶 性 で あ る の で 、 対 象 金 属 へ の 残 留 は な い 。 こ の 点 で も 、 表 面 処 理 時 に し ば
し ば 行 わ れ 、 残 留 が 問 題 と な る 酸 洗 い よ り も 優 れ て い る 。
【 ０ ０ １ ２ 】
本 発 明 は 、 こ の 液 状 ア ル カ リ 金 属 を 利 用 し て 、 対 象 金 属 表 面 の 酸 化 膜 を 還 元 す る こ と を 特
徴 と す る も の で あ り 、 液 状 ア ル カ リ 金 属 の バ ス 中 に 金 属 対 象 物 を 投 入 す る な ど に よ り 、 液
状 ア ル カ リ 金 属 を 金 属 対 象 物 に 接 触 さ せ る こ と で 、 還 元 反 応 を 促 し 、 さ ら に そ の 後 の 水 浴
ま た は 水 洗 で 、 耐 食 性 に す ぐ れ た 新 た な 酸 化 膜 を 形 成 し 、 耐 食 性 向 上 を 達 成 す る
図 １ に 、 そ の 模 式 図 を 示 す 。 ア ル カ リ 金 属 用 容 器 １ に 、 液 体 ナ ト リ ウ ム ３ を 入 れ て 、 対 象
金 属 ２ を 浸 す 。 こ の 状 態 で 、 液 体 ナ ト リ ウ ム ３ の 温 度 を 調 整 し 最 適 化 す る こ と で 、 対 象 金
属 ２ の 表 面 の 還 元 反 応 の 速 度 を 調 整 す る こ と が で き る 。 ま た 浸 漬 時 間 も 最 適 化 す る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
液 体 ナ ト リ ウ ム は 、 沸 点 が 高 く （ ８ ８ ６ ℃ ） 、 熱 伝 導 率 が 大 き い （ 水 の 約 １ ０ ０ 倍 ） 性 質
を 持 ち 、 沸 騰 す る こ と が な い の で 、 対 象 金 属 ２ が 複 雑 な 形 状 で あ っ て も 、 液 体 ナ ト リ ウ ム
３ が 一 様 に 表 面 に 接 触 し 、 表 面 全 体 で 還 元 作 用 が 生 じ る 。 さ ら に 液 体 ナ ト リ ウ ム ３ を 撹 拌
す る こ と で 、 界 面 近 傍 に 常 に 新 し い ナ ト リ ウ ム が 接 触 す る よ う に な り 、 還 元 反 応 が 進 み や
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す く な る 。
【 ０ ０ １ ４ 】
こ の 温 度 と 、 撹 拌 、 侵 漬 時 間 は 、 相 互 の 関 係 に あ る 。 一 般 に 温 度 が 高 く な る と 浸 漬 時 間 は
短 く な る が 、 対 象 金 属 へ の 入 熱 の 影 響 を 考 慮 す る 必 要 が 生 じ る 。 ま た 撹 拌 す る こ と で も 、
還 元 反 応 が す す み や す く な り 、 浸 漬 時 間 は 短 く な る 。 製 造 ラ イ ン に 適 用 す る 場 合 は 、 時 間
が 短 い 方 が 望 ま し い と 考 え ら れ る 。 対 象 金 属 の 一 部 に 還 元 処 理 を し た い 場 合 な ど は 、 液 体
ナ ト リ ウ ム を 、 そ の 部 分 に 滴 ら す ま た は 吹 き 付 け る な ど に よ り 、 両 者 を 接 触 さ せ る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
ア ル カ リ 金 属 は 、 還 元 性 以 外 に 表 面 清 浄 化 の 作 用 が あ る 。 こ れ は 、 酸 性 酸 化 物 と の 化 学 反
応 に よ る も の と 考 え ら れ る 。 こ れ ら の 反 応 生 成 物 の 多 く は 、 比 重 の 違 い に よ り 、 ナ ト リ ウ
ム と 分 離 さ れ る た め 、 除 去 が 可 能 で あ る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
還 元 剤 と し て 液 体 ア ル カ リ 金 属 を 用 い た 場 合 、 以 下 の 特 徴 が あ る 。
第 １ は 、 酸 化 膜 を 還 元 す る の で 、 対 象 金 属 の 寸 法 誤 差 を 生 じ な い 。 一 般 に は 、 酸 化 膜 は 強
制 的 に 除 去 さ れ る の で 、 そ れ だ け 薄 く な る 。 し か し 、 本 方 法 は 厚 さ の 変 化 を 生 じ な い 。 た
だ し 、 酸 化 膜 を 還 元 さ せ た 時 点 で そ の 結 晶 構 造 が 変 わ っ て い る た め 、 そ の 分 は 変 化 が あ る
。
【 ０ ０ １ ７ 】
第 ２ は 、 酸 化 膜 は 単 純 に 還 元 さ れ た だ け で あ る の で 、 そ の 表 面 形 状 は 変 化 し て い な い 。 即
ち 、 酸 化 膜 は 一 般 に 脆 い も の が 多 く 、 表 面 は 荒 れ て い る こ と が 多 い 。 本 方 法 で 、 還 元 は さ
れ る が 、 荒 れ は 残 っ た ま ま で あ る 。
【 ０ ０ １ ８ 】
第 ３ は 、 ア ル カ リ 金 属 と 合 金 化 す る 金 属 は 用 い る こ と が で き な い 。 例 え ば 、 ナ ト リ ウ ム に
対 す る 水 銀 で あ る 。 合 金 化 し た 場 合 、 当 初 の ア ル カ リ 金 属 の 性 質 は な く な る の で 、 注 意 を
要 す る 。
【 ０ ０ １ ９ 】
第 ４ は 、 水 洗 後 の 廃 棄 処 理 で あ る 。 水 洗 廃 液 は 、 ア ル カ リ 溶 液 で あ る た め 、 塩 酸 で 中 和 す
る こ と に よ り 、 ナ ト リ ウ ム は 塩 化 ナ ト リ ウ ム に な る 。 炭 酸 で 中 和 す る 場 合 は 炭 酸 ナ ト リ ウ
ム と な る 。 し た が っ て 廃 棄 処 理 が 容 易 で あ る 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
第 ５ は 、 水 浴 や 水 洗 に よ る ナ ト リ ウ ム の 除 去 時 に 、 表 面 で の ナ ト リ ウ ム と 水 の 反 応 に よ り
、 反 応 熱 が 界 面 近 傍 で 局 所 的 に 発 生 し 、 そ れ が 表 面 を 清 浄 化 し 、 緻 密 な 酸 化 膜 形 成 に 貢 献
し て い る こ と で あ る 。 こ の 反 応 で 必 要 な ナ ト リ ウ ム は 、 表 面 に 付 着 し て い る 程 度 の 量 で よ
い 。 た だ し 、 本 処 理 を 連 続 し て 実 施 す る 場 合 、 容 器 １ 中 の ナ ト リ ウ ム は 次 第 に 減 損 す る の
で 、 逐 次 補 充 す る こ と が 必 要 で あ る 。
ま た 固 溶 し た 不 純 物 量 が 多 く な る と 、 無 電 解 め っ き さ れ る 可 能 性 が あ る の で 、 ナ ト リ ウ ム
の 純 度 を 一 定 に 保 つ 必 要 が あ る 。
【 ０ ０ ２ １ 】
な お 、 本 実 施 の 形 態 に お い て 、 液 体 ナ ト リ ウ ム へ の 浸 漬 は 、 対 象 金 属 の 熱 処 理 時 の 冷 却 過
程 に 施 工 す る よ う に し て も よ い 。 ま た 、 対 象 金 属 ２ の 表 面 に 残 留 し た 液 体 ナ ト リ ウ ム が 水
酸 化 物 に 変 化 す る よ う に し て も よ い 。 ま た 、 対 象 金 属 ２ は 、 鉄 ま た は そ の 合 金 、 ニ ッ ケ ル
ま た は そ の 合 金 、 ア ル ミ ニ ウ ム ま た は そ の 合 金 、 チ タ ン ま た は そ の 合 金 等 が 適 し て い る 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
【 発 明 の 効 果 】
本 発 明 の 金 属 の 表 面 処 理 方 法 に よ れ ば 、 酸 化 し て い る 金 属 表 面 を 還 元 処 理 し 、 耐 食 性 に す
ぐ れ た 新 た な 酸 化 膜 を 形 成 し て 金 属 表 面 の 耐 食 性 向 上 を 達 成 す る こ と が で き る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 図 １ 】 本 発 明 の 実 施 の 形 態 を 示 す 模 式 図 で あ り 、 （ ａ ） は 第 １ の 工 程 を 示 し 、 （ ｂ ） は
第 ２ の 工 程 を 示 す 。
【 符 号 の 説 明 】

10

20

30

40

50

(4) JP 2004-190044 A 2004.7.8



１ … ア ル カ リ 金 属 用 容 器 、 ２ … 対 象 金 属 、 ３ … 液 体 ナ ト リ ウ ム 、 ４ … 水 、 ５ … 水 浴 用 容 器
。

【 図 １ 】

(5) JP 2004-190044 A 2004.7.8



フロントページの続き

(72)発明者  小川　和夫
            神奈川県横浜市鶴見区末広町２丁目４番地　株式会社東芝京浜事業所内
Ｆターム(参考) 4K026 AA02  AA08  AA09  BB08  CA11  CA16  DA03  EA07 

(6) JP 2004-190044 A 2004.7.8


	bibliographic-data
	abstract
	claims
	description
	drawings
	overflow

